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論文内容の要旨
目的
先天性股関節脱臼の非観血的治療にあたって整復後なお残在する亜脱臼の対策は治僚成績向上のための
重要な課題である。従来亜脱臼の発生に関しては骨盤側，大腿骨側の 2 つの部分について別々に検討され
ているが股関節の発育はこの 2 つの部分が密接な関係を有するのでそのおのおのについて考察し，相互関
係を明らかにする必要がある。亜脱臼関節の求心性の改善は寛骨臼側に侵襲を加えるよりも大腿骨側に操
作を加える方が容易であり，過度の前捻および外反股を矯正することによって臼蓋発育がどのような影響
をうけるかを調査する目的で小児期に前捻角および頚体角を手術的に矯正した場合の手術後の関節発育を
追究した。
方法ならびに成績
先天股脱および Dysplasia 40症例71関節(男 7 例女33例)について整復後 2 年以上の早期遠隔成績と 7
年以上の中期遠隔成績のレントゲン像を比較した。臼蓋発育の程度を臼蓋角によって観察すると非観血的
治療により改善され，とくに整復後 2 年までにその傾向が著明であるが，その後の 5 年間は改善の傾向が少
い。大腿骨頚部の形態を前捻角，頚体角の面から見ると早期遠隔成績と中期遠隔成績におけるレントゲン
像では大腿骨頚部の形態はほとんど変化しない。関節の求心性を示すものとして CE 角を採用すると，
早期遠隔成績では亜脱臼位をとるものが42%あるが 7 年以上では28%に減少する。中期遠隔成績の対象と
した64関節で臼蓋発育の良好なものは27%であって，その前捻角，頚体角の分布をみるとほとんどが正常
範囲内にある。臼蓋発育不良の73%については過大な前捻，外反股を示すものが多い。このように良好な
臼蓋発育は正常な前捻角，頚体角と密接に結びついており大腿骨頚部の発育いかんにかかっている。大腿
骨頚部の形態異常は正常な臼蓋発育をさまたげ， 臼底の肥厚のみならず，早期に関節症性変化を惹起す
る。中期遠隔成績で臨床症状は 9%しか訴えないが，レ線像がなお異常と思われるものは85% もあり，小
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児期の亜脱臼関節は機能的には大した障碍を伴わないが変形性股関節症の 8 割が亜脱臼に続発するととを
考えると，大腿骨頚部の形態異常を早期に治療することは正常な関節発育とりわけ臼蓋形成をうながすの
みならず変形性関節症発生の予防の面からも有意義である口
減捻内転骨切り術 (3 才より 14才まで、の16人20関節)について術後 2 年以上経過したものの関節発育を
調査するとすべての症例が大腿骨頚部の起立，すなわち外皮股の再発傾向を示した。若年者ほどこの傾向
がつよく 3 才，，-， 6 才では頚体角を1000 ，，-， 110 0 に 7 才"-'14才では110 0 ，，-， 120 0 に過矯正する必要がある。 nû捻
角は200以下に矯正したが再発傾向は認められな ~\o 早期に手術が行われたもの程臼蓋発育が良好である
が， 10才以上の場合でもある程度の良好な臼蓋発育が期待される口
総括
先天股脱の治療後にみられる亜脱臼関節の発育は臼蓋発育については放置された場合もわずかながら正
常化の方向に進むが大腿骨頚部の形態は整復後 2 年以上で、ほとんど変化しない。 1W脱臼位の改善は臼蓋発
育と相関連するものであり，大腿骨頚部の形態が正常であれば日益の良好な発育が期待されるので，先天
股脱の非観血的治療の過大な前捻および外反股はできるだ、け早期に手術的に矯正して骨以の求心性を改善
し，寛骨臼に対して十分な機能的，形成的刺戟を与える可能性があることを強制したい c
減捻内転骨切り術は早期に手術が行われる程術後の臼蓋形成が良好であり， 14J'以|ごにおける円転骨切
り術では再発がおとるので過矯圧が必要である口
論文の審査結果の要旨
先天股脱および臼蓋形成不全の治療後にみられる亜脱臼の対策は先天股!日iの治療成総向上のため重要な
課題である。従来行なわれた臼蓋形成術は遠隔成績から見て必ずしも一定した成績を符られず，関節症牲
の変化が進行する場合が少なくない。
著者の主張する新しい手術方針，すなわち寛骨側には侵襲を加えず転子間骨切り術によって関節の求心
牲を改善することによって臼蓋の再発育に良好な影響を与えうるということを，レントゲン像で追究した
ことは亜脱臼の発生論およびその治療の上に示唆するととろが大きい。
骨切り術をおこなう場合，外皮股および頚部前捻を，いかなる程度まで手術的に矯正するかという点に
関しては，いまだ定説がなく，過矯正を主張するもの，正常範閉まで矯正するもの，あるいは部分的矯正
にとどめるものがある。本研究では， 20関節において行なわれた術後の関節発育を 2 年以!二調査して各年
令層によって矯正度が異なるべき乙とを，外反角の経年変化の面から決定した。乙の外皮!交の手術的矯正
)交に関する著者の寄与は，転子悶骨切り術を実施する場合の重要な指標として臨床的価値が大である。
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